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A. 研究目的 

 レイシ抽出物は既存添加物名簿に収載され，

「レイシ抽出物（マンネンタケ（Ganoderma 
lucidum Karst.）の菌糸体若しくは子実体又はそ

の培養液から抽出して得られたものをいう）の

うち，子実体から得られたものである」と定義

されている．基原・製法・本質は，サルノコシ

カケ目マンネンタケ（Ganoderma lucidum 
KARST.）の菌糸体若しくは子実体，又はその

培養液より，水，エタノール又は二酸化炭素で

抽出して得た苦味料とされる．1) 本添加物につ

いては，日本食品添加物協会発行の第 4 版既存

添加物自主規格に確認試験が収載されている

が，2) その他の成分情報に関するデータは乏し

く，検討課題の一つとしてあげられる．このよ

うな背景に基づき，本添加物の品質規格作成に

向けた成分データの集積を目的に，これまで高

速液体クロマトグラフィー（HPLC）及び薄層

クロマトグラフィー（TLC）分析による検討を

行い，逆相 HPLC 分析では紫外線（UV）検出

による主要なピークは認められなかった．一方，

TLC 分析の結果，酢酸エチル（EtOAc）/メタノ

ール（MeOH）/水（H2O）/ギ酸（HCOOH）系

溶媒で展開し，UV 照射による検出で，Rf値 0.6
付近に明瞭な数個のスポットが確認され，これ

らスポットの成分解析が課題としてあげられ

ていた．3) そこで本年度は，これらスポットの

分離精製を実施し，化合物の解析を行った． 
 
B. 研究方法 
B-1) 試料及び試薬 
 レイシ抽出物は日本食品添加物協会を通じて

入手した．標品として用いた ganoderic acid A，

B，C1，C2，H，lucidenic acid A ，D は ChemFaces
社製を用いた．試薬はすべて特級または HPLC
用を用いた。 
 
B-2) 装置及び測定条件 
逆相 HPLC は Shimadzu Prominence システム

（島津製作所）を使用した．測定条件を下記に

記す．カラム：L-column ODS（2.1 i.d. × 150 mm）

（化学物質評価研究機構），カラム温度：40°C，
流速：0.3 mL/min，測定波長：254 nm，移動相：

（A）0.1%ぎ酸-蒸留水及び（B）0.1vol%ぎ酸-
アセトニトリル〔濃度勾配条件（B in A）：0→30 

研究要旨 レイシ抽出物は既存添加物名簿に収載され，「レイシ抽出物（マンネンタケ

（Ganoderma lucidum Karst.）の菌糸体若しくは子実体又はその培養液から抽出して得られたも

のをいう）のうち，子実体から得られたものである」と定義される苦味料である．本添加物の

品質規格作成のための化学的検討として，これまで薄層クロマトグラフィー（TLC）による分

析〔酢酸エチル/メタノール/水/ぎ酸系溶媒で展開し，紫外線（UV）照射による検出〕により

明瞭な数個のスポットを確認している．本年度は，これらスポットについて各種カラムクロマ

トグラフィーによる分離精製を行い，各種機器分析データに基づく成分解析の結果，TLC分析

（UV照射検出）における指標成分の候補として，lucidenic acid A及びlucidenic acid Dを見出し

た．これら以外にスポットが数個認められ，それら成分についてさらに検討が必要とされる． 
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min（0→50%），30→35 min（50→85%），35→40 
min（85%），40→50 min（85→90%），50→55 min
（90→100%），55→60 min（100%）〕． TLC は，

TLC Silica gel 60F254 plate（Merck 社製）を用い

た．展開溶媒は酢酸エチル/メタノール/水/ぎ酸

混液（20：2：1:0.01），検出は UV 照射（254 nm），

注入量は 1～10 μL． 
NMR は Bruker AVANCE500（ブルカー・バイ

オスピン社製）（1H-NMR: 500 MHz，13C-NMR: 
126 MHz）を使用し，測定溶媒としてメタノー

ル（MeOH）-d4を用いた．ケミカルシフトは溶

媒由来ピーク〔MeOH-d4（
1H: 3.30 ppm，13C: 49.0 

ppm）〕を基準とした．高分解能（HR）ESI-MS
は micrOTOF-Q（ブルカー・ダルトニクス社製）

を使用した． 
 
B-3) 試料調製及び化合物の単離 
試料約 0.1 g を MeOH（10 mL）に加え超音波

処理後，遠心分離して得られた上澄みを試料溶

液とした．試料溶液について，各種カラムクロ

マトグラフィー（Diaion HP-20，Silica gel，YMC 
gel ODS-AQ，分取 TLC）による分離精製を繰り

返し，化合物の単離を行った．単離した化合物

については標品の分析データとの直接比較，あ

るいは文献値と比較することにより行った． 
  

C. 結果及び考察 
C-1) TLC 分析条件の検討 
レイシ抽出物の TLC 分析条件について，展開

溶 媒 を 検 討 し た 結 果 ，EtOAc/MeOH/H2O/ 
HCOOH（20 : 2 : 1 : 0.01）で展開し，UV（254 nm）

照射することで数個のスポットを確認した．次

に，抽出溶媒について検討した．レイシ抽出物

（100 mg）を MeOH，アセトン，エタノール

（EtOH），H2O，EtOAc（各 1 mL）で抽出し，3
分間超音波処理後，遠心分離した．上澄みを試

料溶液として用い，TLC による比較検討を行っ

た結果，MeOH を抽出溶媒として用いた試料溶

液のスポットが明瞭に検出された（図 1a）。ま

た，スポットする試料濃度については 100 
mg/mL の試料溶液 1 μL の注入で明瞭にスポッ

トが確認できた（図 1b）． 
 

C-2) 分離精製 
レイシ抽出物（20 g）に MeOH（40 mL）を加

えて超音波処理後，遠心分離し，MeOH 可溶部

について Diaion HP-20カラムクロマトグラフィ

ーにより 50～80%MeOH，MeOH で順次溶出し

各溶出部を得た．TLC 分析の結果，80%MeOH
及び MeOH 溶出部に明瞭なスポットが観察さ

れたため，それら溶出部（各 500 mg）をシリカ

ゲルカラムクロマトグラフィーにより EtOAc，
EtOAc/MeOH (9:1→8:2→7:3→6:4→5:5)，MeOH
で順次溶出し，各フラクションを得た．得られ

たフラクションについて TLC 分析を行った結

果，比較的スポットが分離して観察された

EtOAc 溶出部（458.1 mg）について，さらに分

取TLCを繰り返し，単一なスポットとしてZone 
2（17.5mg）及び 4（5.5mg）を得た．Zone 2 及

び 4 について構造解析した結果，それぞれ

lucidenic acid D，lucidenic acid A と同定した （図

2）．各化合物の構造は，NMR 等の機器分析デ

ータを文献値と比較及び標品のスペクトルデ

ータを直接比較することにより同定した．4)  化

合物の HR-ESI-MS 及び 13C-NMR データを以下

に記す． 
 
Lucidenic acid A: HR-ESI-MS: m/z 513.2506 [M—

H]- (calcd for C29H38O8—H: 513.2494). ¹³C-NMR 
(126 MHz, MeOH-d₄) δ: 219.6 (C-15), 218.7 (C-3), 
200.1 (C-11), 159.9 (C-8), 142.3 (C-9), 67.2 (C-7), 
60.4 (C-14), 51.3 (C-12), 49.5 (C-5), 49.3 (C-4), 
47.8 (C-17), 46.3 (C-13), 42.0 (C-16), 39.3 (C-10), 
36.7 (C-23), 36.4 (C-20), 35.1 (C-2), 29.0 (C-6), 
27.5 (C-25), 25.2 (C-27), 21.1 (C-26), 18.7 (C-19), 
18.4 (C-21), 18.1 (C-18). 

Lucidenic acid D: HR-ESI-MS: m/z 457.2607 [M—

H]- (calcd for C27H38O6—H: 457.2596). ¹³C-NMR 
(126 MHz, MeOH-d₄) δ: 217.9 (C-3), 208.6 (C-15), 
200.7 (C-7), 195.8 (C-11), 171.7 (-Acetyl-CO), 
80.6 (C-12), 59.9 (C-14), 51.8 (C-5), 49.8 (C-13), 
49.3 (C-4), 48.0 (C-17), 46.2 (C-10), 40.6 (C-16), 
38.1 (C-1), 38.1 (C-2), 35.0 (C-6), 34.7 (C-20), 
33.9 (C-23), 31.2 (C-22), 27.7 (C-25), 20.9 (C-27), 
20.9 (-CH₃), 20.8 (C-26), 20.6 (C-21), 19.1 (C-19), 
12.5 (C-18). 
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同定した 2 成分以外のスポットについても単

離を試みたが，得られたフラクションを HPLC
分析すると単一なピークとして得ることがで

きなかった．よって，今後さらに分離精製を検

討する必要がある． 
 
C-3) 成分解析 

TLC により検出し，同定された 2 成分を含む

レイシ含有成分を用い，HPLC により検出され

たピークについて成分プロファイリングを行

った．その結果，7 成分を同定した（図 3）．未

同定のピークは数ピークあるため，今後これら

を含めた成分解明が課題とされる．  

 
D. 結論 

TLC分析により検出されるレイシ抽出物の特

徴的な成分として，lucidenic acid A 及びDの2成
分が見出された．また，HPLC分析によりこれ

ら2成分以外の5成分（ganoderic acid A ，B，C1，
C2，H）のピークが認められた．一方で， 今回

明らかにした成分以外に，スポットやピークが

複数観察されたため，その他の成分についてさ

らに検討が必要とされる．TLCによる確認試験

では，一成分を指標とするのが相応しいが，レ

イシ抽出物については複数の成分を指標にす

る確認が適当であることが示唆された．最も適

した指標成分を明らかにすることで，確認試験

への応用が期待される．  
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図 1．TLC 分析（254 nm） 
(a) 抽出溶媒の検討 
① MeOH，② Acetone，③ EtOH，④ H2O，⑤ EtOAc 

(b) 試料濃度の検討 
A 100 mg/mL，B 50 mg/mL，C 25 mg/mL，D 20 mg/mL 

 

(a)                                     (b) 

A     B    C    D 
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図 2．TLC 分析と同定した化合物の構造 

Lucidenic acid D 

Lucidenic acid A 
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図 3．HPLC 分析と同定した化合物の構造 
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